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マチイロマチイロ 検索

２
４
６

９

新たな住民自治の仕組み　…………………
身近でお得なバス交通　……………………

９月１日は防災の日　………………………

・令和５年度　保育所等利用申込の受付開始！　………………

主
な
内
容

主
な
内
容

特集２

特集３

特集１

２０２２

９
令和４年

月号
Ｎｏ . ２７２



自
分
で
き
る
こ
と

み
ん
な
で
で
き
る
こ
と

PDCA
サイクル

問 

防
災
課　

（
２
５
）
８
１
３
３

　
９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」で
す
。

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
被
害
を
防
ぎ
、
少
な

く
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
を
考
え
、
災
害
に
備
え
る
日
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
各
地
で
地
震
が
頻
発
し
て
お

り
、
特
に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

つ
い
て
は
40
年
以
内
の
発
生
確
率
が

90
％
程
度
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
本

市
に
お
い
て
も
、
琵
琶
湖
西
岸
断
層

帯
な
ど
の
活
断
層
が
あ
り
、
地
震
は

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。

　
災
害
に
つ
い
て
正
し
く
知
っ
て
、

正
し
く
恐
れ
、
正
し
く
備
え
る
こ

と
が
防
災
の
第
一
歩
で
す
。
わ
が

こ
と
（
当
事
者
）
意
識
を
持
っ
て
、

日
ご
ろ
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ご
家
庭
や

地
域
で
の
防
災
対
策
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

〇
災
害
に
備
え
て

　
防
災
・
減
災
は
、
自
助
・
共
助
・

公
助
の
連
携
が
大
切
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
９
９
５
年
に
発
生
し
た
阪
神

淡
路
大
震
災
で
は
救
助
さ
れ
た
97
・

５
％
は
自
力
で
の
脱
出
や
近
隣
で
の

助
け
合
い
で
救
助
さ
れ
て
お
り
、
特

に
発
災
直
後
は
自
助
・
共
助
が
大
切

と
な
り
ま
す
。

日ごろから自身でいざと
いう時に自分や家族の命
や財産を守れるようにす
る役目

自助

自らの安全が確保できた
場合、近隣や集落内など
で 避 難 へ の 協 力、 救 助、
消火活動をする役目

共助
人力での救助が難しい場
所での救助や公的支援に
よって早期復旧や復興に
つなげる役目

公助

１１

１１

　
家
の
中
は
大
丈
夫
で
す
か
？

２２

２２
　
地
域
で
の
助
け
合
い

３３

３３

　
安
全
な
避
難
経
路
を

　
　
　
　
　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
一
時
的
に
避
難
で
き
る
場
所
を

　
　
　
　
　
調
べ
て
い
ま
す
か
？

４４
　
生
活
必
需
品
の
備
蓄
は

　
　
　
　
　
で
き
て
い
ま
す
か
？

　
自
主
防
災
組
織
の
役
割
と
活
動

　
地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て

防災ハザー

ドマップの

９ページを

参照

※
地
区
防
災
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、防
災
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
防
災

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
防
災

～
９
月
１
日
は
防
災
の
日
～

特集１

避難所運営ゲーム（HUG）まち歩き（防災マップ作り）防災訓練（避難所づくり）

◆
家
の
倒
壊
や
家
具
の
転
倒
に
よ
っ
て
命

を
落
と
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
つ
っ

ぱ
り
棒
な
ど
を
使
い
家
具
を
固
定
す

る
、
出
入
口
や
ベ
ッ
ト
付
近
に
は
倒

れ
や
す
い
家
具
を

置
か
な
い
配
置
な

ど
、
家
の
中
を
点

検
し
ま
し
ょ
う
。

◆
近
隣
の
公
園
な
ど
一
時
的
に
安
全
確
保

が
で
き
る
場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

地
区
に
よ
っ
て
は
一
時
集
合
場
所
（
地

区
避
難
所
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
広
域
避
難
所
は
安
全
を
確
保
し
て
か
ら

開
設
す
る
た
め
、
時
間
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

安
全
確
認
後
、

順
次
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、

落
ち
着
い
て
避

難
し
ま
し
ょ
う
。

◆
危
険
性
の
少
な
い
安
全
な
経
路
を
考

え
、
実
際
に
安
全
確
保
が
で
き
る
場

所
や
一
時
集
合
場
所
ま
で
歩
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

◆
電
柱
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
耐
震
性
の
低
い

家
屋
の
倒
壊
な
ど

の
危
険
性
が
な
い

か
、
避
難
経
路
上

の
危
険
物
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

◆
大
規
模
災
害
時
に
は
、
電
気
や
水
道

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
長
期
間
止

ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
低
３
日

間
は
生
活
が
で
き
る
よ
う
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
な
ど
を
し
て
、

日
ご
ろ
か
ら
少
し
日
持
ち
す
る
食
材

な
ど
を
買
っ
て
お
き
、
使
っ
た
分
を

新
た
に
購
入
す
る
な
ど
災
害
へ
備
え

ま
し
ょ
う
。

◆
災
害
は
、
自
分
だ
け
に
や
っ
て
く
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
地

域
に
住
む
人
同
士
が
協
力
し
、
補
い

合
う
こ
と
、
互
い
に
情
報
共
有
で
き

る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

◆
緊
急
時
の
連
絡
網
の
作
成
や
防
災
資
機

材
の
整
備
、
防
災
、
消
火
訓
練
な
ど

の
活
動
が
地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ

な
が
り
ま
す
。

◆
災
害
時
に
は
、
被
災
者
の
救
助
、
応
急

手
当
、
初
期
消
火
、
避
難
誘
導
、
被

害
状
況
の
把
握
な
ど
に
よ
っ
て
被
害

を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
地
域
の
危
険
個
所
の
情
報
を
地
域
内
に

住
む
も
の
同
士
で
共
有
し
災
害
時
に

備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
地
区
防
災
計
画
と
は
、
地
域
（
区
・
自

治
会
）
の
災
害
リ
ス
ク
を
共
有
し
、
災

害
時
の
備
え
と
行
動
を
地
域
が
主
体

と
な
っ
て
作
成
す
る
計
画
で
す
。
地

域
の
特
性
に
応
じ
て
、
必
要
性
の
高

い
取
り
組
み
を
含
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

◆
策
定
方
法

〇
決
ま
り
は
な
く
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

て
、
内
閣
府
が
示
す
地
区
防
災
計
画

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
参
考
に
作
成
す

る
こ
と
で
よ
り
実
効
性
の
高
い
計
画

が
策
定
で
き
ま
す
。

〇
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
（
Ｈハ

グ
Ｕ
Ｇ
）、
ま

ち
歩
き
（
防
災
マ
ッ
プ
作
り
）、
災
害

図
上
訓
練
（
Ｄデ

ィ

グ
Ｉ
Ｇ
）、連
絡
訓
練
（
広

域
避
難
所
と
地
域
）
等
を
実
施
し
て
、

計
画
を
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

〇
策
定
済
み
の
場
合
は
、
現
状
と
合
致
し

、
現
状
と
合
致
し

て
い
る
か
、
過
不
足
は
な
い
か
な
ど

て
い
る
か
、
過
不
足
は
な
い
か
な
ど

検
討
と
見
直
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

検
討
と
見
直
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
広
く
皆
さ
ん
で
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
出

〇
広
く
皆
さ
ん
で
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
出

し
合
っ
て
で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
る

し
合
っ
て
で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
る

みんなで

力を合わ

そう！

こ
と
が
、
い
ざ

こ
と
が
、
い
ざ

と
い
う
時
に
役

と
い
う
時
に
役

立
つ
計
画
と
な

立
つ
計
画
と
な

り
ま
す
。

り
ま
す
。

PLAN
計画

DO
実行

CHECK
評価

ACT
改善

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

自
分
で
で
き
る
こ
と

み
ん
な
で
で
き
る
こ
と
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地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
住
民
の

方
々
が
連
携
・
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
新
た
な
住
民
自
治
の
仕
組
み
と
し

て
、
中
学
校
区
単
位
に
よ
る
住
民
自
治

組
織
（
住
民
自
治
協
議
会
）
が
設
立
さ

れ
、
各
地
域
で
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

詳
し
い
活
動
方
針
や
事
業
内
容
な
ど

は
各
協
議
会
事
務
局
ま
た
は
支
所
（
新

旭
振
興
室
）、市
民
協
働
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
で
、
よ
り
良

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

マ
キ
ノ
地
域

▼
活
動
概
要

防
災
キ
ャ
ン
プ
、
防
犯
啓
発
看
板
の

設
置
、
子
ど
も
・
若
者
未
来
会
議
の
検

討
、
移
動
支
援
の
調
査
・
検
討
な
ど

自
然
体
験
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
た

青
少
年
の
育
成
を
図
り
、
日
常
生
活
を

支
え
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
な
ど
、
相

互
に
協
力
し
合
え
る

人
材
の
確
保
と
関
係

性
の
醸
成
を
図
り
ま

す
。

問 

マ
キ
ノ
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
マ
キ
ノ
土
に
学
ぶ
里
研
修
セ
ン
タ
ー
内
）

０
９
０
（
２
１
１
５
）
９
１
３
７

今
津
地
域

▼
活
動
概
要

通
り
の
愛
称
募
集
と
看
板
の
設
置
、

Ｂ
ａ
ｃ
ｅ
子
ど
も
活
動
事
業
、
見
守
り

隊
検
討
事
業
な
ど

今
津
地
域
の
多
く
の
人
が
つ
な
が
り
、

区
や
自
治
会
、
各
団
体
と
連
携
す
る
こ

と
で
安
全
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
、住
み
た
い・帰
っ

て
き
た
い
と
思
う
こ

と
が
で
き
る
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

問 

つ
な
が
ろ
う
今
津

（
今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

０
９
０
（
４
９
２
７
）
３
２
２
２

朽
木
地
域

▼
活
動
概
要

鮎
の
勉
強
会
、
自
然
を
生
か
し
た
体

験
活
動
、
各
種
団
体
・
教
育
機
関
と
の

連
携
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど

「
み
ん
な
が
安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
朽
木
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
人
や

物
の
動
き（
活
動・生
産
）や
、流
れ（
交

流
・
物
流
）
が
生
み
続
け
ら
れ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問 

朽
木
地
域
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
朽
木
支
所
内
）

（
２
９
）
０
０
０
７

安
曇
川
地
域

▼
活
動
概
要

家
具
転
倒
防
止
事
業
、
中
高
生
と
の

体
験
交
流
事
業
、
区
・
自
治
会
活
動
の

相
談
窓
口
の
開
設
な
ど

絆
を
つ
な
ぎ
交
流
と
連
携
で
支
え
合
う

ま
ち
づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し
、
区
長

自
治
会
長
の
パ
イ
プ
役
、
地
域
の
未
来

を
担
う
人
材
の
育
成
、
自
助
共
助
確
立

の
支
援
等
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

問 

安
曇
川
地
域
住
民
自
治
協
議
会

（
安
曇
川
公
民
館
２
階
）

０
８
０
（
２
５
７
２
）
３
７
３
９

高
島
地
域

▼
活
動
概
要

区
・
自
治
会
の
困
り
ご
と
支
援
、
各

種
団
体
相
談
窓
口
事
業
な
ど

「
誰
も
が
つ
な
が
り　

か
が
や
き　

安

心
し
て
暮
ら
せ
る　

高ま

ち島
を
つ
く
ろ

う
」
を
基
本
理
念
に
、
区
・
自
治
会
の

困
り
ご
と
支
援
や
、
地
域
の
人
材
発
掘

と
担
い
手
の
確
保
、

区
・
自
治
会
単
体
で

は
困
難
な
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

問 

サ
ポ
ー
ト
リ
ン
グ
た
か
し
ま

（
高
島
公
民
館
２
階
）

０
９
０
（
２
１
１
５
）
９
０
５
５

新
旭
地
域

▼
活
動
概
要

活
動
拠
点
の
整
備
、
若
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
、
資
源
さ
が
し
探
検
、
高
齢

者
ス
マ
ホ
講
座
な
ど

み
ん
な
で
、
つ
な
が
る
、
迎
え
る
、
知

る
、
伝
え
る
、
顔
の
み
え
る
関
係
づ
く

り
の
た
め
「
町
の
え
ん
が
わ
」
の
実
現

を
基
本
理
念
に
、
イ
ベ
ン
ト
や
若
者
向

け
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
若
者
の
や
り

た
い
を
応
援
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
き

ま
す
。

問 

新
旭
地
域
住
民
自
治
協
議
会

（
新
旭
駅
前
エ
ス
パ
内
）

準
備
中

住民自治協議会とは？

谷口会長

澤田会長

上山会長

梅村会長

加藤会長

平樂会長

会議のようす

ごみ分別学習のようす

稚鮎の放流のようす

区長・自治会長訪問のようす

勉強会のようす

暑中見舞い
づくりのようす

問 市民協働課　 （２５）８５２６

新たな新たな
住民自治の仕組み住民自治の仕組み

新たな新たな
住民自治の仕組み住民自治の仕組み

特集２特集２特集２特集２

住民自治協議会の取り組みを紹介します住民自治協議会の取り組みを紹介します
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問問  

都
市
政
策
課　

都
市
政
策
課　

（
２
５
）
８
５
７
１

（
２
５
）
８
５
７
１

【バス乗継券】
市内のバス・乗合タクシー（京都バス比良線を除く）をご利用い

ただくときに、１回に限り無料で乗り継ぐことができます。
※乗継券を受けられるバス停は、「乗継指定停留所」として指定し

ています。

【
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
】

比
較
的
ご
利
用
さ
れ
る
方
が
少
な
い

路
線
で
は
、「
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
」

を
運
行
し
て
い
ま
す
。
予
約
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
運
賃
は
、
大
人
３
０
０
円
、
小

人
１
５
０
円
で
、
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
に
は
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
利
用
方
法

予
約
は
ご
利
用
予
定
の
便
の
予
約
締

切
時
刻
ま
で
に
、
電
話
で
ご
予
約
く
だ

さ
い
。
予
約
締
切
時
刻
は
、
バ
ス
の
時

刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あ
と
は
時
間
に
な
り
ま
し
た
ら
、
バ

ス
停
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

（
予
約
先
）

大
津
第
一
交
通
株
式
会
社

　

０
１
２
０
（
５
２
４
）
４
４
７

【
バ
ス
出
前
講
座
】

「
バ
ス
に
乗
り
た
く
て
も
、
乗
り
方

が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の
お
悩
み
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。市
内
を
運
行
す
る
バ
ス・

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
便
利
で
お
得
な
情
報

や
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
方
法
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
の
で
、区・

自
治
会
や
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
高
島
市
バ
ス
無
料
Ｄ
Ａ
Ｙ
の
実
施
】

バ
ス
の
良
さ
や
便
利
さ
を
体
験
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
バ
ス
無
料
Ｄ
Ａ
Ｙ
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
日
に
限
り
市
内
の
区
間
で
あ
れ

ば
、
乗
り
降
り
自
由
で
す
。
こ
の
機
会

に
一
度
、
バ
ス
で
市
内
を
巡
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

バ
ス
無
料
Ｄ
Ａ
Ｙ
の
日
に
バ
ス
を
利

用
し
た
場
合
、
連
携
す
る
店
舗
な
ど
で

そ
の
日
限
定
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
ご
友

人
と
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
日
程
な
ど
詳
し
い
内
容
は
、
決
ま
り

次
第
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
Ｇ
Ｔ
Ｆ
Ｓ
‐
Ｊ
Ｐ
の
整
備
】

Ｇ
Ｔ
Ｆ
Ｓ
‐
Ｊ
Ｐ
（
標
準
的
な
バ
ス

情
報
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
）
は
、
地
図
ア
プ

リ
「G

oogle

マ
ッ
プ
」
等
と
連
携
し

て
お
り
、
バ
ス
停
の
時
刻
な
ど
が
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
確
認
で
き
ま
す
。

市
内
で
は
、
路
線
バ
ス
（
若
江

線
、
朽
木
線
）
が
対
応
し
て
お
り
、

G
oogle

マ
ッ
プ
上
で
バ
ス
停
の
位
置

や
時
刻
等
が
検
索
で
き
ま
す
。

今
後
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
乗

合
タ
ク
シ
ー
、
市
営
バ
ス
で
も
検
索
で

き
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【バス利用促進券】
市内バスのうち朽木線（安曇川駅～朽木学校前）と若江線（近江今

津駅～小浜駅）の２路線は、乗車距離により運賃が変わりますが、「バ
ス利用促進券」をご利用いただくことで、市内区間はコミュニティ
バスと同額（大人２２０円、小人１１０円）でご乗車いただけます。
※事前申請が必要です。都市政策課または各支所で申請してください。
※市内に住民登録がある市民の方が対象です。

【フリー乗降制度】
バス停まで歩いていくのが困難な場合は、フリー乗降制度をご

利用ください。これは、バスのルート上であれば、そこで乗降が
できる制度です。バスが見えたら手を挙げて合図してください。
※交通量の多い道路ではフリー乗降制度を利用できません。

乗継

乗継

乗継券

乗継券

促進券

TAXI

BUS

BUS

TAXI

BUS

乗継

乗継

乗継券

乗継券

促進券

TAXI

BUS

BUS

TAXI

BUS

乗継

乗継

乗継券

乗継券

促進券

TAXI

BUS

BUS

TAXI

BUS

〇たとえば、安曇川駅から朽木学
校前まで行く場合、大人１人
770 円の運賃が 220 円で利用
いただけます。

１１ ２２
３３

利用方法利用方法

市役所（支所）で市役所（支所）で
促進券を申請促進券を申請 バスに乗車バスに乗車

促進券と運賃を支払う促進券と運賃を支払う

現
在
、
市
内
全
域
に
路
線
バ
ス
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
、

市
営
バ
ス
が
地
域
公
共
交
通
と
し
て
運

行
し
て
い
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
は
、
通
学
や
通
院
、

買
い
物
な
ど
、
車
を
運
転
で
き
な
い
人

に
と
っ
て
は
、
欠
か
せ
な
い
大
切
な
も

の
で
す
。
昨
年
10
月
に
実
施
し
た
「
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
地
域
公
共
交

通
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
移
動
手
段
が

な
く
な
る
と
回
答
さ
れ
た
方
が
４
分
の

１
程
度
お
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
公

共
交
通
が
担
っ
て
い
る
役
割
の
重
要
性

が
分
か
り
ま
す
。

一
方
で
、
人
口
減
少
や
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
に
よ
っ

て
、
バ
ス
の
利
用
者
が
減
り
、
多
額
の

経
費
を
市
が
負
担
し
て
い
る
な
ど
の
課

題
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く
の
方
に

地
域
公
共
交
通
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
乗
降
口
に
段
差
の
な
い
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
の
導
入
や
、
商
業
施
設
へ

の
バ
ス
停
設
置
な
ど
、
利
便
性
の
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

550円

お得！！

お得に利用！!

身
近
に
利
用

特
集
３

特
集
３

特
集
３

身
近
身
近
でで
お
得
お
得
なな
バ
ス
交
通

バ
ス
交
通

身
近
身
近
でで
お
得
お
得
なな
バ
ス
交
通

バ
ス
交
通
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問 子育て支援課　 （２５）８１３６

〇保育園　〇幼稚園　〇認定こども園　〇小規模保育事業所　〇家庭的保育事業所
〇子育て支援課　〇各支所　〇マキノ児童館　〇児童発達支援センター「エール」

９月９日㊎から次の場所で、「入園のしおり」などの申込関係書類を配布をします

対
象
児
童

▼入園希望月の１日現在で生後６か月以上の児童
▼令和４年度の入園申し込みをしたが、利用施設が決定していない児童
▼育児休業の期間満了などによって年度途中の利用を必要とする児童
▼令和５年４月から認定の変更（２号認定子ども⇔１号認定子ども）および転園が必要な在園児童
▼満３歳以上で、教育を希望する児童
▼地域型保育事業所（小規模保育事業所や家庭的保育事業所）の卒園児童

■教育・保育給付認定
　２号認定子ども…満３～５歳で、保育が必要な児童
　３号認定子ども…満３歳未満で、保育が必要な児童
■利用申込受付日
　10月11日㊋～ 11月１日㊋
■利用申込受付場所
　本庁新館３階　※各施設では受付を行いません。
■利用申込に関する注意事項
▽施設ごとに受付日が異なりますので、詳しくは入園

のしおりでご確認ください。
▽申し込み時に面接を行いますので、申込児童と一緒

にお越しください。
▽令和５年度の利用申込と保育の認定申請を同時に行

います。
▽勤務先の都合等で高島市外の保育園に入園を希望さ

れる場合は、子育て支援課までご相談ください。
■対象施設

【公立認定こども園（保育園部）】
マキノ東こども園、マキノ西こども園、朽木こども園、
高島こども園、大師山さくら園、静里なのはな園

【公立保育園】　　　【公立小規模保育事業所】
古賀保育園　　　　今津東保育園

【私立認定こども園（保育園部）】
愛隣こども園、なないろこども園、安曇川はこぶね保
育園、しろふじ保育園、中央ユニバーサルこども園、
藤波こども園

【私立小規模保育事業所】
はこぶね保育園ひかりの

【私立家庭的保育事業所】
家庭的保育園Ｐｅｅｋ - ａ - ｂｏｏ

保育園・認定こども園（保育園部）等 幼稚園・認定こども園（幼稚園部）
■教育・保育給付認定
　１号認定子ども…満３～５歳で、教育を希望される児童
■利用申込受付日　
　【公立】10月26 日㊌～ 11 月１日㊋
　【私立】利用希望施設へお問い合わせください。
■利用申込受付場所
　【公立】本庁新館３階　※各施設では受付を行いません。
　【私立】利用希望施設
■利用申込に関する注意事項
▽施設ごとに受付日が異なりますので、詳しくは入園

のしおりでご確認ください。
▽公立園の１号認定子どもの受付は、必要書類の確認

のみで面接はありませんが、２号、３号認定子ども
の受付と同時に行うため、混雑時にはお待ちいただ
く場合があります。あらかじめご了承ください。

■対象施設
【公立認定こども園（幼稚園部）】
マキノ東こども園、マキノ西こども園、朽木こども園、
高島こども園、大師山さくら園、静里なのはな園

【私立認定こども園（幼稚園部）】
愛隣こども園、なないろこども園、安曇川はこぶね保
育園、しろふじ保育園、中央ユニバーサルこども園、
藤波こども園

【私立幼稚園】
今津幼稚園

  令和令和55年度年度　　保育所等利用申込の受付開始！保育所等利用申込の受付開始！ 故 
中な
か
の野　

信の
ぶ
お男

さ
ん
が
叙じ
ょ
い位

を
受
章

元
安
曇
川
町
長　
故　
中
野　
信
男
さ
ん
に
地
方
自
治
功
労

と
し
て
叙
位
（
正
六
位
）
が
授
与
さ
れ
、
７
月
22
日
に
ご
家
族

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
中
野
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
か
ら
12
年
間

を
安
曇
川
町
議
会
議
員
と
し
て
、
昭
和
60
年
か
ら
12
年
間
を
安

曇
川
町
長
と
し
て
、
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

故 

萬ゆ
る
ぎ木　
綱こ
う
い
ち一

さ
ん
が
叙
位
を
受
章

元
高
島
町
長　
故　
萬
木　
綱
一
さ
ん
に
地
方
自
治
功
労
と

し
て
叙
位
（
正
六
位
）
が
授
与
さ
れ
、
７
月
28
日
に
ご
家
族
に

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
萬
木
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
か
ら
５
年
５
か

月
間
を
高
島
町
議
会
議
員
と
し
て
、
昭
和
63
年
か
ら
16
年
１
か

月
間
を
高
島
町
長
と
し
て
、
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
　
巖い
わ
おさ

ん
が
旭
き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章
を
受
章

元
マ
キ
ノ
町
議
会
議
員　
大
　
巖
さ
ん
（
88
）
が
、
地
方

自
治
功
労
と
し
て
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、
７
月
19
日
に
ご

本
人
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
大

さ
ん
は
、
平
成
３
年
か
ら
13

年
８
か
月
間
を
マ
キ
ノ
町
議
会
議
員
と
し
て
、
町
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

故 

奥お
く
む
ら村　

吉よ
し
お男

さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章

元
高
島
町
議
会
議
員　

故 

奥
村　

吉
男
さ
ん
に
地
方
自
治

功
労
と
し
て
旭
日
単
光
章
が
授
与
さ
れ
、
７
月
19
日
に
ご
家
族

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
奥
村
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
か
ら
12
年
間

を
高
島
町
議
会
議
員
と
し
て
、町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

月
１
回
の
全
24
講
座
で
、
１
年
目

は
高
島
を「
知
る
」、高
島
の
人
と「
つ

な
が
る
」
場
。
２
年
目
は
、
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
て
、
地
域
に
踏
み
出

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

高
島
で
活
躍
す
る
人
、
高
島
出
身

の
人
、
高
島
を
愛
す
る
人
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
方
が
講
師
で
す
。

座
学
×
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
２
年
制

開
校
式

　
▼
日
時　
10
月
23
日（
日
）14
時
～

　
▼
場
所　
今
津
公
民
館

　
▼
記
念
講
演

　
　
高
島
市
長
　
福
井
正
明

　
　「
高
島
の
現
状
と
未
来
に
つ
い
て
」

里
山
な
ど
の
豊
か
な
自
然
、
高
島

だ
か
ら
こ
そ
守
り
受
け
継
が
れ
て
き

た
生
活
文
化
な
ど
。
高
島
で
し
か
で

き
な
い
学
び
を
、
現
地
も
訪
ね
な
が

ら
楽
し
く
分
か
り
や
す
く
。
地
域
を

知
り
、
地
域
の
人
も
知
る
場
で
す
。

申
し
込
み
は
こ
ち
ら
か
ら
→

知
っ
て
い
る
？　

地
元
の
魅
力

受
講
料
は
２
年
で
８
０
０
０
円
で

す
が
、
学
生
は
無
料
。
対
象
は
高
校

生
以
上
で
、
高
島
を
学
び
た
い
人
。

高
島
で
つ
な
が
り
た
い
学
生
や
世
代

間
の
交
流
を
し
て
み
た
い
人
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

学
生　

無
料
！

お
お
に
し

問 

総
務
課　

（
２
５
）
８
０
０
０

問 

社
会
教
育
課　

（
２
５
）
８
５
６
１

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

た
か
し
ま
ア
カ
デ
ミ
ー
は

た
か
し
ま
ア
カ
デ
ミ
ー
は

た
か
し
ま
が
キ
ャ
ン
パ
ス

た
か
し
ま
が
キ
ャ
ン
パ
ス
‼‼

た
か
し
ま
ア
カ
デ
ミ
ー
は

た
か
し
ま
が
キ
ャ
ン
パ
ス
‼

昨
年
か
ら
、
準
備
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
て
き
た
「
市

民
大
学
た
か
し
ま
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が
10
月
に
開
校
し
ま
す
。

高
島
を
知
り
た
い
、
高
島
の
人
と
つ
な
が
り
た
い
、
高
島
で
何
か
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
仲
間
の
輪
に
あ
な
た
も
加
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
卒
業
後
の
ス
テ

ー
ジ
は
あ
な
た
の
地
域
で
す
。
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防衛省
（民生安定
助成事業）

お知らせ拡大版

問 高島市訪問看護ステーション
　 （３６）８１１１

訪問看護ステーションは、病気や障がいの
ある方の在宅療養生活を支援します。

訪問看護サービスをご利用いただくには、
契約が必要となります。また、利用料金は介
護保険・医療保険の適用が受けられます。ま
ずは、お気軽にお電話ください。

ご自宅で体温や血圧などを測定し、
体調や病状の管理を行います！

訪
問
看
護
あ
る
あ
る　
～
体
調
管
理
を
す
る
ナ
ー
ス
編
～

○命のバトンとは？

　一人暮らしの高齢者や障がいのある方などが
急病になった時に、救急隊員
やかけつけた人に持病やかか
りつけ医療機関などの情報を
より早く確実に知らせるため
に、必要な情報を記入した紙
を入れたケースが「命のバトン」
です。

※バトンに記入された内容は、民生委員・児童委※バトンに記入された内容は、民生委員・児童委
員、市消防本部、緊急搬送先の医療機関、市役員、市消防本部、緊急搬送先の医療機関、市役
所（社会福祉課・各支所）が緊急時にのみ利用所（社会福祉課・各支所）が緊急時にのみ利用
しますので、最新の情報を記入してください。しますので、最新の情報を記入してください。

市では、高島市民生委員児童委員協議会連合
会と協働して、地区担当の民生委員・児童委員
を通して「命のバトン」を配布しています。設
置を希望される方は、住んでいる地域の地区担
当にご相談ください。

○なぜ、冷蔵庫なの？

　救急隊員やかけつけた人がすぐに
本人に関する必要な情報を得るた
め、バトンを探し出す必要がありま
す。冷蔵庫は、ほとんどのお宅の台

所にあり、すぐに分かるので、冷蔵庫への設置
をお願いしています。

○どんな方が対象？

▼ 70 歳以上の一人暮らしの方
▼ 75 歳以上のみの世帯の方
▼家族と同居しているが、日中は一人で家にい

る 70 歳以上の方
▼障がいのある方など、民生委員児童委員が必

要と認める方

マキノ生涯学習マキノ生涯学習
フェスティバルフェスティバル 今津町文化祭今津町文化祭

発
表
の
部

日程 11月３日㊍ 10 月 30 日㊐
場所 マキノ土に学ぶ里研修センタ－ 高島市民会館

募集期間 ９月１日㊍～ 23 日㊎ 募集中～９月３日㊏
展
示
の
部

日程 10月30日㊐～11月３日㊍ 10 月 28 日㊎～ 30 日㊐
場所 マキノ土に学ぶ里研修センタ－ 高島市民会館

募集期間 ９月１日㊍～ 23 日㊎ 募集中～９月９日㊎

問い合わせ先 マキノ公民館 
　 （２７）１１３１

今津公民館
　 （２２）２２４９

朽木文化祭朽木文化祭 安曇川文化祭安曇川文化祭 ガリバー文化祭ガリバー文化祭 新旭文化祭新旭文化祭
発
表
の
部

日程 11 月６日㊐
発表の部は行いません

11 月 13 日㊐ 11 月５日㊏
場所 朽木公民館 ガリバーホール 新旭公民館

募集期間 ９月１日㊍～ 23 日㊎ ９月１日㊍～ 25 日㊐ ９月１日㊍～ 14 日㊌
展
示
の
部

日程 11 月３日㊍～６日㊐ 11 月２日㊌～６日㊐ 11 月 10 日㊍～ 13 日㊐ 11 月３日㊍～６日㊐
場所 朽木公民館 安曇川公民館 高島公民館 新旭公民館

募集期間 ９月１日㊍～ 23 日㊎ ９月１日㊍～ 25 日㊐ ９月１日㊍～ 25 日㊐ ９月１日㊍～ 14 日㊌

問い合わせ先 朽木公民館
　 （３８）２３２４

安曇川公民館 
　 （３２）０００３

高島公民館
　 （３６）０２１９

新旭公民館
　 （２５）５５００

各地域文化祭
出演者・出品者募集

　市内各地域で次のとおり文化祭を開催し
ます。
　発表の部の出演者、展示の部の出品作品
を募集していますので、ご応募ください。
　詳しくは、各公民館にお問い合わせくだ
さい。

【補助用件】
〇 65 歳以上の方のみの世帯
〇要介護認定が２以上と認定されている方がいる

世帯
〇１級または２級の身体障がい者手帳の交付を受

けている方がいる世帯　ほか
【補助額】
〇感震ブレーカーの購入および設置に伴う費用の

２分の１（上限額２万円）
※新築の際に取り付けるものは対象外です。
※詳しくは、防災課までお問い合わせください。

市では、防災行政無線設備の老朽化に伴
い、次期防災無線システムの整備を計画し
ています。

そのため、本年度に防衛省の民生安定助
成事業の補助を受け、電波の到達状況等を
把握するための実地調査（電波伝搬調査）
を専用車両で行っています。調査地点によ
っては、30 分から 60 分程度停車し実施
する場合があります。車両には市の事業で
あることと、調査実施事業者名を明記し、
通行の支障とならないよう配慮し行います
ので、ご理解ご協力をお願いします。

【調査実施事業者】　国際航業株式会社【調査実施事業者】　国際航業株式会社
【調査期間予定】　８月下旬～９月下旬【調査期間予定】　８月下旬～９月下旬
※調査期間については、進捗状況で前※調査期間については、進捗状況で前

後する可能性があります。後する可能性があります。

問 防災課　 （２５）８１３３問 社会福祉課　 （２５）８１２０

「感震ブレーカー」とは、地震による揺れを感
知した時に自動でブレーカーを落とす器具です。

ブレーカーを落とすことで地震発生直後の電気
機器による火災や、停電復旧時の通電火災を防ぐ
ことができます。

高齢の方だけの世帯など、自らブレーカーを切
り避難することが困難と思われる世帯に対して、
設置費の一部を補助しています。

訪問看護サービスって、なに？訪問看護サービスって、なに？ 安心は冷蔵庫から安心は冷蔵庫から

いざというときのいざというときの「命のバトン」「命のバトン」
ブレーカーの

設置を補助しています！
感震感震感震感震 防災無線の電波調査を

行っています！
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